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我
が
国
の
労
働
災
害
は
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
長
期
的
に
減
少
し
て
き
た
。
二
〇

二
〇
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
中
、
増
加
に
転
じ
た
労
働
災
害
に

よ
る
死
亡
者
数
に
つ
い
て
は
、
本
年
は
前
年
よ
り
減
少
し
た
。
し
か
し
、
休
業
四
日
以
上

の
死
傷
災
害
に
つ
い
て
は
、
第
三
次
産
業
を
中
心
に
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。
転
倒
災
害

や
墜
落
・
転
落
災
害
な
ど
作
業
行
動
に
起
因
す
る
災
害
も
中
高
年
層
で
増
加
し
て
い
る
。 

労
働
者
の
健
康
を
め
ぐ
っ
て
は
、
仕
事
や
職
業
生
活
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
る
労
働
者
の
増
加
や
、
働
き
方
の
変
化
の
影
響
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
化
学
物
質
に
よ
る
健
康
障
害
の
防
止
対
策
や
、
病
気
を
抱
え
た
労
働
者

の
治
療
と
仕
事
の
両
立
は
、
引
き
続
き
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

将
来
の
予
測
の
困
難
な
現
代
に
お
い
て
、
安
全
衛
生
活
動
を
推
進
し
、
諸
課
題
を
克
服

し
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｘ
に
代
表
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

で
取
り
入
れ
、
就
業
形
態
の
変
化
は
も
と
よ
り
、
価
値
観
の
多
様
化
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

労
働
災
害
の
な
い
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
全
て
の
働
く

人
、
全
て
の
国
民
の
願
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
国
、
事
業
者
、
労
働
者
等
全
て
の
関

係
者
が
、
本
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
十
四
次
労
働
災
害
防
止
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
重
点

事
項
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

本
大
会
は
、
企
業
の
、
さ
ら
に
は
業
種
の
垣
根
を
越
え
て
、
全
国
の
関
係
者
の
参
集
の

下
、
最
新
の
情
報
を
共
有
し
、
学
び
、
交
流
す
る
場
で
あ
る
。
ゼ
ロ
災
害
全
員
参
加
運
動

の
強
力
な
推
進
を
決
議
し
て
か
ら
五
十
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る
本
年
、
こ
こ
名
古
屋

の
地
で
開
催
さ
れ
る
本
大
会
に
お
い
て
、
労
働
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
こ
れ
以
上
出
さ
な

い
と
い
う
決
意
を
新
た
に
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
う
。 

 

右
、
宣
言
す
る
。 

 

令
和
五
年
九
月
二
十
七
日 

第
八
十
二
回
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会 


